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2009年7月22日の日食における電離圏変動のシミュレーション

Simulation of ionospheric variation during the solar eclipse of July 22, 200
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これまでの日食時の電離圏観測から、日食時には太陽からの紫外線やX線が減少し、電離圏の電
子密度が局所的に減ることが知られている。一方、中性大気の冷却で発生する大気の風や波動に
よっても電離圏の変動が起きるという報告もある。しかし、どちらの影響もまだ観測データが十
分でなく、はっきりしたことは分かっていなかった。今回の日食は日本周辺で起きたため、日本
にある電離圏の観測網によって、電離圏の細かい変動が調べられた。しかしながら、今回は、日
食と同時に磁気嵐が発生し、それによる電子密度変動が重なってしまった。さらに、スポラディ
ックE層などの影響で、イオノゾンデのデータもほとんど得られなかった。GPS/TECの観測で
は、皆既日食の時間に日本の南部で数10%程度の電子密度減少が見られたが、日食起源の中性大
気波動に伴うような電子密度変動などは観測されなかった。我々は、NICTの電離圏モデルを使
って2009年7月22日の日食の時の電離圏変動のシミュレーションを行った。日食時には日本南部
で数10%程度の電離圏電子密度減少が起きて、日本付近で電子密度が大きく減少することがモデ
ルでも確認できた。磁気嵐の影響を概ね再現できたが、波動的な電子密度変動は現れなかった。
このことは、日食における電子密度変動は、主にEUVの減少によるものであり、中性大気波動の
電離圏への影響は小さいことを意味している。
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